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平成２０年８月１１日（月曜日) 

 

生保内川昭和３５年８月土砂災害犠牲者を慰霊 

悲しい出来事を教訓として後世に伝えたい 

 

平成２０年８月３日（日）、NPO法人「癒しの渓流・里・まちネット」（仙北市田沢湖）の呼びかけで 

昭和３５年８月３日、当時の田沢湖町生保内を襲った水害、土砂災害による犠牲者の慰霊祭が行われ、

被害の大きかった沼田地区の人たちを中心に３７名が参加しました。 

同水害は、昭和３５年８月３日、午後３時から一時間の雨量が１４０ミリを超える集中豪雨で、土石 

流により同地区を流れる生保内川の堤防が約８０メートルに渡って決壊し、破堤地点に近い沼田地区を

直撃したものです。これによって、この地区の幼い子どもを含む１５名の死者と行方不明者を出し、水

害の範囲は、決して広くありませんでしたが、その被害は、秋田県の土砂災害及び水害史において戦後

最大とも言われるものでした。 

 同 NPO 法人は、「生保内川癒しの渓流づくり」の一環として、水害のあった生保内川で子どもから高

齢者まで楽しめるイベントを毎年実施しており、今後は、これらのイベントに加えて、沼田地区の人た

ちを中心とした地域の人たちとともに、「災害を考え、語る会」を結成し、「土砂災害、水害」という悲

しい出来事を教訓として後世に伝えるため、今年を契機に毎年、慰霊祭を行うことを考えています。 

 また、同会では土砂災害、水害のみならず最近頻発する地震などの自然災害から生命と財産を守る災

害に強い地域づくりに寄与する活動にも取り組み、水害から五十年の節目となる平成２２年に「水害か

ら五十年～自然災害を考える～（仮題）」市民フォーラムを計画しています。 

 

   

慰霊碑の前で犠牲者を弔う                  約５０年前の写真を見ながら当時を語る 

 

 

 

 



    

土石流により被害のあった田沢湖線           土石流により被害のあった家屋 

 

 


